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材
木
の
生
産
・
流
通
と
領
主

研
究
ノ
ー
ト

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
以
降
の
、
益
田
川
・
高
津
川
河
口
部
（
島
根
県
益
田

市
）
で
の
中
世
の
港
の
遺
跡
（
沖
手
遺
跡
、
中
須
東
原
・
西
原
遺
跡
）
の
発
掘
成
果

を
受
け
、
こ
の
港
と
日
本
海
流
通
と
の
関
係
が
改
め
て
研
究
さ
れ
、
そ
こ
で
の
交
易

品
と
し
て
材
木
が
注
目
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
現
在
の
島
根
県
益
田
市
を
含
む
石
見
国
西
部
を
中
心
に
、

中
世
の
材
木
の
生
産
・
流
通
の
あ
り
方
と
、
そ
こ
へ
の
領
主
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
特
に
中
世
前
期
に

お
け
る
材
木
生
産
の
あ
り
方
を
概
観
し
、
第
二
章
で
は
石
見
国
に
関
す
る
史
料
か

ら
、
同
地
域
に
お
け
る
材
木
生
産
と
流
通
の
諸
相
を
確
認
し
、
第
三
章
で
は
、
第
一

章
・
第
二
章
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
石
見
国
西
部
の
材
木
生
産
・
流
通
へ
の
領
主

の
関
わ
り
方
を
見
通
す
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
章　

中
世
前
期
の
材
木
生
産

　

ま
ず
、
前
近
代
に
お
け
る
材
木
生
産
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
主
に
江
戸
時

代
の
材
木
生
産
の
流
れ
で
は
あ
る
が
、『
明
治
前
日
本
林
業
技
術
発
達
史　

新
訂
版
』

（
日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
編
、
一
九
八
〇
年
）
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
工

程
が
確
認
で
き
る
。

　

①
立
木
調
査　

伐
採
に
適
し
た
立
木
の
所
在
を
調
査
す
る

　

②
小
屋
掛
け　

伐
採
作
業
の
拠
点
と
な
る
小
屋
を
建
て
る

　

③
山
割
り　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
伐
採
作
業
担
当
範
囲
を
決
め
る

　

④
山
神
祭　
　

伐
採
作
業
の
安
全
祈
願

　

⑤
伐
木　
　
　

立
木
の
伐
採

　

⑥
造
材　
　
　

伐
採
し
た
材
木
の
製
材

　

⑦
集
材　
　
　

製
材
し
た
材
木
の
集
積

　

⑧
山
落　
　
　

集
積
し
た
材
木
を
桟
手
・
修
羅
な
ど
を
用
い
て
谷
川
へ
と
降
ろ
す
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⑨
小
谷
狩　
　

堰
な
ど
を
用
い
て
谷
川
か
ら
川
へ
と
材
木
を
流
す

　

⑩
大
川
狩　
　

バ
ラ
流
し
・
管
流
し
と
も
い
い
、
材
木
を
一
本
ず
つ
流
す

　

⑪
筏
運
材　
　

大
川
狩
で
流
し
た
材
木
を
筏
に
組
ん
で
港
へ
と
送
る

　

で
は
、
中
世
前
期
の
史
料
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
工
程
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
か
。　
　

　

養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
河
内
国
目
代
の
書
状
（
（
（

は
、
自
身
の　

「
無
常
所
」
と
し
て
「
屋
一
宇
」
を
建
て
る
た
め
の
材
木
の
調
達
を
依
頼
す
る
文
書

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
自
レ
山
出
レ
河
之
行
程
」
に
つ
い
て
「
日
別
二
帰
歟
、
若

ハ
三
帰
歟
」
と
尋
ね
て
い
る
。
こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る
「
帰
」
が
ど
の
よ
う
な
単
位

で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
材
木
を
山
か
ら
川
へ
と
曳
き
だ
す
作
業
の
単
位
と

考
え
ら
れ
る
（
（
（

。

　

次
に
東
大
寺
再
建
の
た
め
の
材
木
生
産
の
様
子
を
『
東
大
寺
造
立
供
養
記
（
（
（

』
か
ら

確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

建
二
轆
轤
二
張
一
、
以
附
二
人
夫
七
十
人
一
而
押
二
轆
轤
一
、
引
二
大
綱
一
也

構
二
大
橋
一
以
通
二
于
谷
一

従
二
杣
中
一
出
二
大
河
一
。
名
曰
二
佐
波
川
一
矣
。
木
津
至
二
于
海
一
七
里
〈
三
十
六

町
為
二
一
里
一
〉。
水
浅
故
、
柱
不
二
流
下
一
。
仍
関
レ
河
而
湛
レ
水
也
。
七
里
之

間
、
関
レ
水
之
所
百
十
八
処
也
。
新
掘
二
於
河
一
通
二
于
江
海
一
。
従
二
四
月
上
旬
一

至
二
七
月
下
旬
一
関
レ
水
之
間
、
手
足
爛
壊
、
身
力
悉
費
尽
畢
。

　

杣
で
伐
採
さ
れ
た
材
木
は
轆
轤
を
用
い
、
谷
に
橋
を
架
け
て
佐
波
川
ま
で
運
ば　

れ
、
佐
波
川
を
利
用
し
て
運
搬
さ
れ
た
。
運
搬
の
拠
点
と
な
っ
た
木
津
か
ら
海
ま
で

は
三
六
町
を
一
里
と
し
て
、
七
里
の
距
離
が
あ
っ
た
が
、
水
深
が
浅
い
た
め
材
木
を

流
す
こ
と
が
で
き
ず
、
一
一
八
カ
所
に
堰
を
築
き
、
川
を
堰
き
止
め
て
水
を
湛
え
る

こ
と
で
運
搬
し
た
と
い
う
。
一
町
は
約
一
一
〇
m
で
あ
る
こ
と
か
ら
七
里
は
約
二
八
㎞

弱
で
あ
り
、
約
二
町
す
な
わ
ち
二
二
〇
m
に
一
カ
所
の
堰
が
築
か
れ
た
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
場
所
に
よ
っ
て
は
新
た
に
運
河
を
掘
り
通
す
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
杣
か
ら
海
ま
で
材
木
を
運
搬
す
る
の
に
約
三
カ
月
を
要
し
て
い
る
。

　

貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
か
ら
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
神

護
寺
の
宝
塔
の
造
営
に
際
し
て
は
、
紀
伊
国
有
田
郡
で
材
木
の
調
達
が
行
わ
れ
た
。

造
営
を
主
導
し
た
上
覚
房
行
慈
（
文
覚
の
弟
子
）
は
同
地
域
の
領
主
で
あ
る
湯
浅
氏

の
一
族
で
あ
り
、
そ
の
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
高
橋
修
氏
の
分
析
が
あ
る
（
（
（

。
貞
応
三

年
の
行
慈
の
書
状
（
（
（

に
は
「
塔
材
木
は
皆
と
り
て
、
在
田
河
の
は
た
へ
曳
出
て
候
、
今

明
、
筏
下
沙
汰
し
候
な
り
」
と
あ
り
、
ま
た
杣
夫
・
杣
作
夫
、
曳
夫
、
綱
折
夫
・
筏

師
と
い
っ
た
人
々
が
動
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
書
状
か
ら
高
橋

氏
は
杣
作
夫
に
よ
る
「
切
り
」（
伐
採
）、
曳
夫
に
よ
る
「
出
し
」（
集
材
・
山
落
）、

綱
折
夫
・
筏
師
に
よ
る
「
津
下
・
筏
下
」（
川
下
し
）
と
い
う
材
木
生
産
の
過
程
を
復

元
し
て
い
る
。
ま
た
材
木
は
、「
津
」
か
ら
は
船
に
よ
っ
て
京
都
へ
と
運
ば
れ
た
（
（
（

。

　

南
北
朝
時
代
の
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
に
行
わ
れ
た
、
若
狭
国
多
烏
浦
で
の
天

満
宮
造
営
に
際
し
て
は
、
近
隣
の
名
田
荘
へ
と
材
木
が
発
注
さ
れ
、
筏
に
よ
っ
て
搬

出
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

ま
た
播
磨
国
の
円
教
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
捃
拾
抄
』
と
い
う
書
物
に
は
、
延
文
二

年
（
一
三
五
七
）
に
落
雷
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
円
教
寺
の
五
重
塔
の
再
建
に
関
し
て
、

次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
（
（
（

。

延
文
五
年
庚子
八
月
廿
日
、
裳
腰
ノ
仮
葺
始
レ
之
。
同
十
月
五
日
、
葺
畢
。
心
柱

ノ
事
、
本モ
ト
ツ
キ継
五
丈
五
尺
、
代
銭
百
貫
文
、
中
継
ノ
柱
十
二
尋ヒ
ロ
、
五
十
貫
文
、
末

継
ノ
柱
、
長
八
丈
、
百
六
十
五
貫
文
。
熊
野
ヨ
リ
下
レ
之
。
但
此
ノ
柱
ノ
未
〔
末
カ
〕、

九
輪
分
ニ
大
ナ
ル
節
十
六
七
ア
リ
。
仍
不
レ
用
之
。
当
国
引ヒ
キ
原ハ
ラ
ヨ
リ
下
レ
之
ヲ
。

時
ニ
河
ノ
瀬
ヲ
関
、
五
町
・
三
丁
下
ス
間
、
送
ル
レ
数
日
ヲ
処
ニ
、
河カ
ウ
ヤ
マ山
ニ
至

時
、
夜
ル
、
雨
降
リ
、
自
ラ
一
夜
ニ
横ヨ
コ
ハ
マ浜
ノ
浦
ニ
至
ル
。
不
思
議
奇
特
也
ト

云
々
。
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熊
野
で
調
達
し
た
末
柱
用
の
材
木
に
節
が
あ
っ
た
た
め
、
宍
粟
郡
の
引
原
で
別
の

材
木
を
調
達
し
、
引
原
川
・
揖
保
川
を
利
用
し
て
、
揖
保
川
河
口
部
の
横
浜
（
余
子

浜
）
ま
で
搬
送
し
た
と
い
う
。
こ
の
搬
送
に
あ
た
っ
て
は
、
五
町
・
三
町
す
な
わ

ち
約
五
五
〇
m
～
三
三
〇
m
間
隔
で
川
の
水
を
堰
き
止
め
て
川
下
し
を
行
っ
て
い
た

が
、
河
山
（
香
山
）
ま
で
下
っ
た
と
こ
ろ
で
、
夜
中
に
雨
が
降
り
、
一
晩
で
河
口
部

ま
で
流
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
巨
木
の
川
下
し
に
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
ご
と
に

水
を
堰
き
止
め
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
一
方
、
大
雨
の
場
合
に
は
、
一
晩
で
河
口
部
ま

で
流
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
の
奥
書
を
も
つ
『
大
山
寺
縁
起
絵
巻
』
に
は
、
巨
大
な

材
木
の
運
搬
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る 

。
こ
の
絵
巻
の
も
と
と
な
っ
た
『
大
山
寺

縁
起
（
（1
（

』
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
行
わ
れ
た
鳥
居
の
修

理
の
た
め
に
、
材
木
を
山
上
へ
と
引
き
上
げ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
材
木
の
移
動
方

向
は
山
落
と
は
逆
で
あ
る
が
、
柱
を
組
み
上
げ
て
板
を
渡
し
、
そ
の
上
を
材
木
を
移

動
さ
せ
て
い
る
。
先
に
見
た
『
東
大
寺
造
立
供
養
記
』
の
「
構
二
大
橋
一
以
通
二
于
谷
一
」

と
い
う
記
述
と
と
も
に
、
桟
手
・
修
羅
と
同
様
の
技
術
が
中
世
に
も
存
在
し
た
こ
と

を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
中
世
の
材
木
生
産
も
江
戸
時
代
と
同
様
に
、
伐
採
→
川
出

し
→
川
下
し
、
と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
桟
手
・
修
羅
に
よ
る
運
搬
や
、
堰
・

関
を
用
い
た
川
下
し
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

第
二
章　

匹
見
川
・
高
津
川
流
域
の
材
木
生
産

　

本
章
で
は
、
石
見
国
で
は
ど
の
よ
う
な
形
で
材
木
の
生
産
・
流
通
が
行
わ
れ
て
い

た
の
か
、
史
料
に
即
し
て
見
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
行
わ
れ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
「
中

世
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
武
家
領
主
支
配
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
田
中
大

喜
）
に
よ
っ
て
調
査
・
紹
介
さ
れ
た
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
の
中
の
一
通
を
見
よ
う
（
（1
（

。

図1　『大山寺縁起絵巻』（東京大学史料編纂所架蔵台紙付き写真）
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 （
前
闕
）

右
人
、
補
二
任
彼
職
一
畢
。
有
レ
限
御
年
貢
已
下
色
色
所
当
公
事
并
田
率
板
・
在

家
役
・
津
河
関
等
、
一
事
以
上
、
任
二
春
富
之
例
一
、
無
二
懈
怠
一
可
レ
令
レ
致
二
其

沙
汰
一
之
状
、
如
レ
件
。
庄
官
等
宜
二
承
知
一
、
不
レ
可
二
遺
失
一
。
故
下
。

　
　
　

承
久
三
年
［　
　
　
　

］
日

散
位
卜
部
宿
祢
（
花
押
）

　

散
位
卜
部
某
が
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
某
人
を
某
職
に
任
命
し
た
下
文
で
あ

る
が
、
文
中
に
見
え
る
春
富
は
名
主
の
仮
名
と
考
え
ら
れ
、
内
容
か
ら
も
名
主
職
の

補
任
状
と
考
え
ら
れ
る
。
卜
部
氏
は
匹
見
川
・
高
津
川
の
下
流
に
存
在
し
た
石
見
国

長
野
荘
の
領
家
と
し
て
知
ら
れ
（
（1
（

、
さ
ら
に
こ
の
卜
部
某
の
花
押
は
、
久
留
島
典
子
氏

に
よ
っ
て
、『
益
田
家
文
書
』
に
含
ま
れ
る
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
お
よ
び
宝
治

元
年
（
一
二
四
七
）
の
長
野
荘
に
関
連
し
て
発
給
さ
れ
た
某
下
文
の
花
押
と
の
類
似

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
書
も
長
野
荘
の
関
連
文
書
と
考
え
ら
れ
る
（
（1
（

。
こ
こ
に

と
し
て
も
京
都
近
辺
へ
運
ば
れ
て
い
た
。

　

文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
に
山
城
国
南
部
の
高
神
社
本
殿
の
造
営
が
行
わ
れ
た

際
に
購
入
さ
れ
た
材
木
の
な
か
に
「
石
見
榑
」
が
見
え
て
い
る
（
（1
（

。
石
見
榑
は
七
十
寸

で
七
百
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
寸
は
十
文
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
購
入
材
・
商
品

材
・
規
格
材
と
し
て
の
石
見
榑
の
姿
が
見
て
取
れ
る
（
（1
（

。
同
じ
時
に
購
入
さ
れ
た
「
阿

波
檜
榑
」
が
一
寸
五
十
文
前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
見
榑
は
比
較
的
安
価
な
材
木

と
し
て
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
石
見
榑
は
大
榑
で
は
な
く
小
榑

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
（1
（

。

　

高
津
川
・
匹
見
川
上
流
域
で
の
材
木
生
産
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
伝
え

て
く
れ
る
の
が
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
肥
前
国
の
櫛
田
神
社

の
縁
起
で
あ
る
。

一
正
和
年
中
造
営
之
間
霊
験
事

（
中
略
）

同
（
正
和
）
三
年
の
春
、
梶
取
宗
定
、
石
見
国
須
河
の
奥
山
に
お
い
て
杣
取
事

終
て
、
同
七
月
六
日
、
彼
河
上
に
取
入
る
と
い
へ
と
も
、
折
節
旱
魃
し
て
山
河

に
水
す
く
な
き
間
、
四
十
余
日
に
て
く
た
さ
ん
す
ら
ん
と
歎
あ
へ
る
処
に
、
余

所
に
は
ふ
ら
さ
る
大
雨
俄
に
此
河
は
か
り
に
ふ
り
て
、
同
夜
中
に
一
枝
も
の
こ

ら
す
み
な
と
へ
押
長
せ
り
。
流
れ
材
木
ハ
彼
浦
人
取
上
げ
て
半
分
ハ
得
分
に
す

る
故
に
一
枝
も
失
ハ
す
取
上
畢
。

　

正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
の
春
、
肥
前
国
の
櫛
田
神
社
の
造
営
の
た
め
、
梶
取
の

宗
定
が
匹
見
川
・
高
津
川
上
流
の
須
河
（
須
川
）
で
材
木
の
調
達
を
行
っ
た
。
杣
取

が
終
わ
っ
て
七
月
に
材
木
の
川
下
し
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
折
か
ら
の
渇
水
に

よ
り
川
下
し
に
四
十
日
余
り
が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
局
地
的

に
大
雨
が
降
り
、一
晩
で
「
み
な
と
」
ま
で
流
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
「
み

な
と
」
に
は
「
浦
人
」
が
い
る
こ
と
か
ら
、
高
津
川
河
口
部
の
港
で
あ
る
と
考
え
ら

図2　益田川・高津川・匹見川流域
（『特別展　益田氏 VS. 吉見氏―石見の戦国時代』

島根県立石見美術館，2019 年）

記
さ
れ
た
年
貢
以
下
の
負

担
の
中
に
「
田
率
板
」
が

見
え
、
長
野
荘
で
は
田
の

面
積
を
基
準
に
板
が
賦
課

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
板
は
年
貢
な
ど

と
共
に
京
都
の
荘
園
領
主

の
下
に
運
ば
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

石
見
産
の
材
木
は
、
荘

園
領
主
へ
の
貢
納
物
と
し

て
京
都
に
も
た
ら
さ
れ
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
商
品
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れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
匹
見
川
・
高
津
川
上
流
域
で
は
材
木
の

生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
材
木
は
川
下
し
に
よ
っ
て
高
津
川
の
河
口
部
の
港
ま
で
運

ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
杣
取
材
・
注
文
材
と
し
て
の
石

見
産
材
木
の
姿
を
見
て
取
れ
る
（
（1
（

。

　

さ
て
、
材
木
は
高
津
川
河
口
の
港
ま
で
流
れ
着
い
た
が
、
浦
人
が
「
流
れ
材
木
」

は
半
分
が
得
分
と
な
る
と
主
張
し
、
材
木
の
半
分
を
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
漂
着
物
が
漂
着
地
の
も
の
と
な
る
と
い
う
寄
物
慣
行
の
一
種
で
あ
る
が
、
得
分

と
な
る
の
が
半
分
で
あ
る
と
い
う
点
が
興
味
深
い
（
（1
（

。
寄
物
は
そ
の
全
て
が
現
地
の
関

係
者
に
よ
っ
て
分
配
さ
れ
る
例
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
半
分
は
本
来
の
所
有
者
に
返

還
さ
れ
て
い
る
。
川
下
し
の
材
木
の
集
積
地
と
な
る
河
口
部
の
港
は
材
木
流
通
の
拠

点
で
あ
り
、「
流
れ
材
木
」
の
全
て
を
得
分
と
す
る
こ
と
は
現
地
の
経
済
に
悪
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
に
は
、
現
在
の
匹
見
川
に
あ
た
る
「
澄
河
」
流
域
で
の

諸
権
益
に
つ
い
て
、
益
田
氏
と
吉
見
氏
と
の
間
で
、
契
約
状
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
も
洪
水
に
よ
る
流
木
に
関
わ
る
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
（
（1
（

。
そ
こ
で

は
、
洪
水
に
よ
る
流
木
・
寄
物
は
「
方
地
」
＝
牓
示
に
よ
っ
て
「
上
下
共
ニ
」
進
退

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。「
関
」
に
つ
い
て
は
「
中
瀬
」
を
境
と
し
て
上
流
・
下

流
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
木
・
寄
物
は
「
中
瀬
」
の
上
流
・
下
流
を
問
わ

ず
、
所
領
の
境
界
に
従
っ
て
漂
着
地
の
得
分
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
匹
見
川
流
域
の
「
澄
川
」
地
域
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
と

推
定
さ
れ
て
い
る
文
書
に
「
澄
川
木
引
く
は
り
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
（
（2
（

、「
澄
川
」

地
域
で
「
木
引
」
＝
木
挽
の
「
く
は
り
」
＝
賦
、
す
な
わ
ち
作
業
範
囲
の
配
分
（
山

割
り
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
行
わ
れ
た
筑
前
国
の
宗
像
神
社
の
遷
宮
で
は
、
益
田

で
の
材
木
調
達
と
益
田
藤
兼
に
よ
る
材
木
寄
進
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
（2
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
石
見
国
西
部
の
匹
見
川
・
高
津
川
流
域
で
は
、
中
世
の
全
期
間

を
通
じ
て
材
木
の
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
材
木
は
川
下
し
に
よ
り
、
河

口
の
港
へ
と
運
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
章　

領
主
の
関
与

　

第
一
章
・
第
二
章
で
は
、
中
世
の
材
木
生
産
や
、
石
見
国
に
お
け
る
材
木
の
生
産
・

流
通
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
第
三
章
で
は
、
中
世
の
材
木
生
産
・
流
通
に
お
け

る
領
主
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
石
見
国
を
中
心
と
し
な
が
ら
見
て
み
た
い
（
（2
（

。

　

生
産
さ
れ
た
材
木
の
一
部
は
年
貢
や
公
事
と
し
て
領
主
に
納
め
ら
れ
た
。
先
に
見

た
よ
う
に
、
石
見
国
長
野
荘
で
は
田
率
板
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
（
（2
（

。
ま
た
、
材
木
を
年

貢
と
し
て
納
め
る
荘
園
は
他
地
域
に
も
確
認
で
き
る
（
（2
（

。
一
方
、
長
野
荘
と
隣
接
す
る

益
田
荘
で
は
、
益
田
本
郷
か
ら
津
料
・
浮
口
が
荘
園
領
主
の
下
へ
も
た
ら
さ
れ
て
い

た
（
（2
（

。
益
田
川
で
の
材
木
の
川
下
し
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い

が
、
当
時
は
高
津
川
・
益
田
川
の
河
口
部
は
湿
地
帯
と
し
て
一
体
化
し
て
お
り
、
益

田
本
郷
の
津
料
・
浮
口
の
中
に
、
高
津
川
上
流
域
で
生
産
さ
れ
た
材
木
に
賦
課
さ
れ

た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
領
主
は
材
木
の
生
産
・

流
通
の
過
程
に
関
与
し
、
そ
こ
か
ら
収
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

領
主
は
材
木
の
生
産
・
流
通
に
必
要
な
労
働
力
の
動
員
・
手
配
を
行
っ
て
も
い

た
。
先
に
見
た
河
内
国
の
目
代
は
「
山
出
人
夫
」
を
「
雇
」
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た

有
田
郡
で
材
木
調
達
に
あ
た
っ
た
行
慈
の
書
状
に
も
、「
人
夫
や
と
ひ
」「
下
人
を
や

と
ひ
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
た
（
（2
（

。
高
橋
修
氏
は
、
有
田
郡
の
事
例
に
見
え
る
雇

用
は
、
背
景
に
地
元
の
領
主
で
あ
る
湯
浅
氏
の
強
制
力
・
影
響
力
が
存
在
す
る
と
し

て
、
こ
れ
を
「
雇
仕
」
と
表
現
し
て
い
る
。
益
田
氏
も
「
澄
川
」
地
域
で
木
挽
の
動

員
・
手
配
を
行
っ
て
お
り
（
（2
（

、
後
で
詳
し
く
触
れ
る
が
、
高
津
川
河
口
部
の
港
の
「
浦

人
」
に
対
し
て
は
「
所
の
惣
領
」
と
呼
ば
れ
る
領
主
が
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。

　

領
主
は
材
木
の
運
搬
ル
ー
ト
の
整
備
・
管
理
も
行
っ
て
い
た
。
先
に
見
た
と
お
り
、

東
大
寺
造
営
の
た
め
の
材
木
の
調
達
に
際
し
て
は
、
水
嵩
を
増
す
た
め
に
「
関
レ
河
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而
湛
レ
水
」
え
る
た
め
、
約
二
二
〇
m
ご
と
に
一
一
八
カ
所
も
の
堰
が
築
か
れ
、
ま

た
「
新
掘
二
於
河
一
通
二
于
江
海
一
」
わ
せ
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
享
禄
三
年
（
一
五
三　

〇
）
の
益
田
氏
と
吉
見
氏
と
の
契
約
状
に
は
「
関
」
の
知
行
に
関
す
る
条
項
も
含
ま

れ
て
い
る
（
（2
（

。
こ
の
「
関
」
は
「
中
瀬
」
を
境
と
し
て
上
流
部
の
「
ゆ
の
木
谷
」
＝
猪

木
谷
ま
で
を
吉
見
氏
が
、
下
流
部
の
高
津
川
と
の
合
流
点
（
（2
（

ま
で
を
益
田
氏
が
支
配
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
関
」
が
匹
見
川
流
域
に
複
数
存
在
し
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
や
、
東
大
寺
造
営
の
佐
波
川
、
播
磨
国
の
引
原
川
・
揖
保
川
で
の
川
下
し

の
た
め
の
堰
の
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
関
」
は
関
銭

徴
収
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
川
下
し
の
た
め
の
堰
で
あ
っ
た
と
考
え

る
余
地
が
あ
ろ
う
。
益
田
氏
や
吉
見
氏
と
い
っ
た
領
主
は
、
川
下
し
の
た
め
の
堰
の

設
置
や
維
持
・
管
理
に
関
与
し
、
そ
こ
か
ら
収
益
を
得
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
石
見
国
長
野
荘
を
構
成
す
る
高
津
郷
で
は
、
延
応
二
年

（
一
二
四
〇
）
以
前
か
ら
、
そ
の
「
郷
務
」
の
一
環
と
し
て
「
津
湊
」
へ
の
関
与
の

あ
り
方
が
雑
掌
と
地
頭
と
の
間
で
相
論
と
な
っ
て
い
る
（
（3
（

。
直
接
相
論
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
な
ん
ら
か
の
権
益
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
港
湾
の
維
持
・

管
理
へ
の
関
与
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

材
木
の
生
産
・
流
通
に
関
連
し
て
発
生
す
る
紛
争
の
調
停
や
予
防
も
領
主
の
役
割

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
先
に
見
た
肥
前
国
の
櫛
田
神
社
の
縁
起
の
続
き
を
見
て
み
よ　

う
。

同
八
日
、
宗
定
行
向
種
々
問
答
す
と
い
へ
共
、
半
分
は
か
り
を
得
畢
。
其
夜
此

所
の
惣
領
の
下
人
夢
想
に
天
童
一
人
来
て
云
、
此
材
木
ハ
聊
不
浄
に
覚
る
間
、

洗
ハ
ん
か
た
め
に
洪
水
を
出
せ
り
。
材
木
を
抑
留
す
る
条
、
不
思
議
也
。
も
し

返
さ
す
ハ
定
て
後
悔
あ
る
へ
し
と
云
々
。
夢
の
趣
を
主
人
に
語
と
い
へ
共
敢
て

承
引
せ
す
。
即
時
に
重
病
付
て
殆
存
命
し
か
た
き
躰
也
。
此
時
は
し
め
て
恐
て

一
枝
も
の
こ
さ
す
宗
定
に
勘
渡
す
へ
き
よ
し
浦
人
に
相
触
て
皆
以
返
畢
。
雖
然

病
な
を
平
癒
せ
す
、
既
に
六
箇
日
に
及
間
、
俄
に
社
を
構
て
櫛
田
を
奉
斎
。
其

後
平
癒
し
畢
。

　

材
木
の
半
分
を
「
流
れ
材
木
」
と
し
て
浦
人
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
梶
取

の
宗
定
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
交
渉
し
た
が
、
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
「
所
の
惣
領
」
の
下
人
の
夢
に
天
童
が
現
れ
て
材
木
の
返
還
を
要

求
し
、
下
人
は
主
人
で
あ
る
「
所
の
惣
領
」
に
夢
の
内
容
を
告
げ
た
。
惣
領
は
初
め

返
還
を
承
諾
し
な
か
っ
た
が
、
重
病
に
な
り
、
材
木
を
全
て
返
還
す
る
よ
う
浦
人
に

命
じ
た
と
い
う
。
惣
領
が
初
め
に
返
還
を
承
諾
し
な
か
っ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
惣

領
も
ま
た
浦
人
と
同
様
に
「
流
れ
材
木
」
の
「
半
分
ハ
得
分
」
と
い
う
慣
行
の
中
に

生
き
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
、
浦
人
は
惣
領
の
「
一
枝
も
残
さ
ず
宗
定

に
勘
渡
す
べ
」
し
と
の
返
還
命
令
に
従
っ
て
い
る
。「
所
の
惣
領
」
が
地
域
の
慣
行
・

秩
序
の
担
い
手
で
あ
る
と
共
に
、
浦
人
ら
を
そ
の
命
令
に
従
わ
せ
る
力
を
も
っ
て
い

た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
の
益
田
氏
と
吉
見
氏
と
の
契
約
状
で
流
木
・
寄
物

の
処
理
方
法
に
つ
い
て
取
り
決
め
て
い
た
こ
と
も
、
領
主
間
の
交
渉
に
よ
り
、
地
域

で
の
紛
争
を
防
止
す
る
役
割
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

領
主
た
ち
は
材
木
の
生
産
・
流
通
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
与
し
、
そ
の
円
滑
化
を

図
る
と
共
に
、
そ
こ
か
ら
収
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―
領
主
の「
力
」―

　

以
上
、
三
章
に
わ
た
り
、
中
世
の
材
木
生
産
・
流
通
と
領
主
の
関
わ
り
に
つ
い
て

概
観
し
て
き
た
。
事
例
の
列
挙
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
感
も
強
い
が
、
最
後
に
、
領

主
が
こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
な
形
で
材
木
の
生
産
・
流
通
に
関
与
し
得
た
「
力
」
の

源
泉
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
労
働
力
の
動
員
・
手
配
を
行
い
え
た

背
景
に
は
、
夫
役
の
賦
課
権
と
そ
れ
に
と
も
な
う
夫
役
の
拒
否
・
滞
納
に
対
す
る
処

罰
権
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
よ
り
一
般
的
な
犯
罪
の
処
罰
・
取
締
権
（
検

断
権
）
も
、
地
域
の
秩
序
維
持
や
紛
争
解
決
を
行
う
「
力
」
の
源
泉
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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［材木の生産・流通と領主］……西田友広

（
1
）　

益
田
市
・
益
田
市
教
育
委
員
会
編
『
記
録
集　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
山
陰
の
流
通
と
国
際

関
係
を
考
え
る
」』（
二
〇
一
五
年
）・
中
司
健
一
「
文
献
か
ら
み
た
中
世
石
見
の
湊
と
流
通
」

（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
日
本
海
交
易
と
都
市
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）・
西
田
友
広

「
中
世
前
期
の
石
見
国
と
益
田
氏
」（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
一
八
『
石
見
の
中

世
領
主
の
盛
衰
と
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
』
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

（
2
）　
（
養
和
二
年
カ
）
四
月
十
二
日
河
内
国
目
代
勾
当
法
師
某
書
状
（「
金
剛
寺
文
書
」『
平
安
遺

文
』
八
―
四
〇
二
〇
号
）。

（
3
）　

服
部
英
雄
『
武
士
と
荘
園
支
配
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、「
帰
」
を
河
下
し

の
た
め
の
「
堰
切
り
の
回
数
で
あ
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
（
二
四
頁
）
が
、
こ
れ
は
「
山
よ
り

河
に
出
す
の
行
程
」で
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら「
堰
切
り
の
回
数
」で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）　
『
群
書
類
従
二
四
釈
家
部
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
所
収
。

（
5
）　

高
橋
修
「
中
世
前
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
領
主
と
住
民
」（『
中
世
武
士
団
と
地
域
社
会
』

清
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）。

（
6
）　
（
貞
応
三
年
）
十
月
二
十
日
行
慈
書
状
（「
神
護
寺
文
書
」『
鎌
倉
遺
文
』
五
―
三
三
〇
一
号
）。

（
7
）　
（
貞
応
三
年
）
十
月
六
日
性
円
書
状
（「
神
護
寺
文
書
」『
鎌
倉
遺
文
』
五
―
三
二
九
四
号
）。

（
8
）　

貞
和
四
年
四
月
二
十
二
日
天
満
宮
造
営
入
雑
用
銭
注
文
案
（「
秦
文
書
」『
小
浜
市
史
』
諸
家

文
書
編
三
秦
文
書
九
〇
号
）。
白
水
智
「
中
世
山
間
庄
園
の
生
業
と
外
部
交
流
」（『
中
近
世
山

村
の
生
業
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
は
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

（
9
）　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
企
画
展
史
料
集
二
三
『
播
磨
北
部
の
生
業
と
武
士
』（
二
〇
〇
四
年
）。

ま
た
、
同
書
所
収
の
解
説
、
前
田
徹
「
中
・
近
世
宍
粟
の
産
業
と
領
主
」
も
参
照
。

（
10
）　

佐
々
木
一
雄
編
『
大
山
寺
縁
起
絵
巻
』（
稲
葉
書
房
、
一
九
七
一
年
）
所
収
。

（
11
）　

承
久
三
年
月
日
散
位
卜
部
宿
祢
某
下
文
（「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
一
七
号
、
田
中
大
喜
・

註

中
島
圭
一
・
中
司
健
一
・
西
田
友
広
・
渡
邉
浩
貴
「
益
田
實
氏
所
蔵
新
出
中
世
文
書
の
紹
介
」

（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
一
二
、
二
〇
一
八
年
）。

（
12
）　

前
掲
註
（
1
）
西
田
論
文
。

（
13
）　

延
応
元
年
九
月
三
日
某
下
文
・
宝
治
元
年
五
月
日
某
下
文
（
大
日
本
古
文
書
『
益
田
家
文

書
』
一
―
五
・
六
号
）。
久
留
島
典
子
「
益
田
家
文
書
に
お
け
る
文
書
の
集
積
と
分
散
」（『
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
二
号
、
二
〇
二
二
年
）
五
六
～
五
七
頁
。

（
14
）　

文
永
八
年
二
月
日
高
神
社
本
殿
造
営
記
・
文
永
九
年
九
月
七
日
高
神
社
御
輿
造
営
記
（「
高

神
社
文
書
」
田
村
憲
美
「
文
永
九
年
山
城
国
高
神
社
造
営
流
記
に
つ
い
て
」〈『
鎌
倉
遺
文
研

究
』
九
、
二
〇
〇
二
年
〉
所
収
）。

（
15
）　

購
入
材
・
商
品
材
・
規
格
材
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
高
橋
一
樹
「
中
世
権
門
寺
社
の
材

　
　

木
調
達
に
み
る
技
術
の
社
会
的
配
置
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
五
七
、
二
〇

　
　

一
〇
年
）
を
参
照
。

（
16
）　

大
榑
・
小
榑
に
つ
い
て
は
盛
本
昌
広
「
榑
・
材
木
の
規
格
と
木
の
種
類
」（
小
野
正
敏
ほ
か

編
『
木
材
の
中
世
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
17
）　

杣
取
材
・
注
文
材
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
15
）
高
橋
論
文
を
参
照
。

（
18
）　

寄
物
慣
行
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
新
城
常
三
「
中
世
の
海
難
」（
森
克
己
博
士
古
稀
記

念
会
編
『
対
外
関
係
と
政
治
文
化　

二
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
を
参
照
。

（
19
）　

享
禄
三
年
十
月
二
十
六
日
吉
見
氏
老
臣
連
署
契
約
状
（
大
日
本
古
文
書
『
益
田
家
文
書
』
三
―

七
一
二
号
）・
享
禄
三
年
十
月
三
十
日
益
田
氏
老
臣
連
署
契
約
状
案
（
大
日
本
古
文
書
『
益
田

家
文
書
』
四
―
八
九
九
号
）。

（
20
）　
（
天
正
十
年
カ
）
益
田
藤
兼
書
状
（「
益
田
高
友
家
文
書
」『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料　
　

集
』〈
益
田
市
・
益
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
、
以
下
同
じ
〉
七
九
一
号
）。
な
お
、　　

こ
の
文
書
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
天
正
十
一
年
十
一
月
二
日
お
ほ
け
名
境
定
状
写
（「
益
田

高
友
家
文
書
」『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』
八
一
五
号
）
に
は
、
益
田
氏
の
家
臣
が　
　

「
材
木
取
り
の
為
と
御
越
し
」
の
際
に
、
名
の
境
界
に
関
す
る
裁
決
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
益
田
氏
が
材
木
生
産
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
21
）　

天
正
六
年
六
月
一
日
第
一
宮
御
宝
殿
御
棟
上
之
事
置
札
・
第
一
宮
御
造
営
御
寄
進
引
付
置
札

　
　
（
宗
像
大
社
所
蔵
、『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』
七
七
三
・
七
七
四
号
）。
前
掲
註

（
1
）
中
司
論
文
。

（
22
）　

材
木
生
産
と
領
主
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
5
）
高
橋
論
文
お
よ
び
高
橋
一
樹
「
材

木
の
調
達
・
消
費
と
武
家
権
力
」（
前
掲
註
（
16
）
書
所
収
）
を
参
照
。

（
23
）　

前
掲
註
（
11
）
史
料
。

（
24
）　

例
え
ば
、
周
防
国
石
国
荘
で
は
材
木
・
摩
敷
板
が
、
近
江
国
朽
木
荘
で
は
榑
が
年
貢
と
し
て

納
め
ら
れ
て
い
た
。
嘉
禎
三
年
十
一
月
日
周
防
国
石
国
荘
沙
汰
人
等
重
申
状
（「
厳
島
野
坂
文

書
」『
鎌
倉
遺
文
』
七
―
五
一
九
五
号
）・
正
安
元
年
十
一
月
八
日
雑
掌
宥
西
和
与
状
（「
内
閣

文
庫
蔵
朽
木
文
書
」『
鎌
倉
遺
文
』
二
七
―
二
〇
二
八
八
号
）。

こ
の
よ
う
な
影
響
力
（
強
制
力
）
と
共
に
、
雇
用
の
た
め
の
財
力
を
も
っ
て
い
た
こ

と
が
「
雇
仕
」
と
い
う
動
員
を
可
能
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
財
力
・

動
員
力
は
、
川
下
し
の
た
め
の
堰
な
ど
の
施
設
の
設
置
・
維
持
管
理
能
力
に
繋
が
り
、

そ
れ
に
と
も
な
う
収
益
取
得
権
は
ま
た
、
財
力
の
源
泉
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
他
の
領
主
と
の
交
渉
を
行
い
得
る
地
位
は
地
域
全
体
の
秩
序
の
維
持
を
も

た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
力
」
が
合
わ
さ
り
、
領
主
は
地
域
社
会
の
中
で
の
地
位

を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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付
記　

　

本
稿
は
二
〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
の
共
同
研
究
「
中
世
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
武
家
領
主
支
配
の
研
究
」（
研　

究
代
表
者
田
中
大
喜
）
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
り
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
島
根
県

益
田
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
中
世
益
田
の
世
界
」
に
お
け
る

報
告
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』の
た
め
の

原
稿
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
共
同
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
た
地
域

へ
の
早
期
の
成
果
還
元
と
い
う
趣
旨
も
あ
っ
て
、
一
般
向
け
の
『
中
世
武
家
領
主
の

世
界　

現
地
と
文
献
・
モ
ノ
か
ら
探
る
』（
田
中
大
喜
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一

年
）
が
先
行
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
内
容
的
に
は
重
複
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
き
、
ご
了
解
を
お
願
い
し
た
い
。

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
一
日
受
付
、
二
〇
二
三
年
一
月
二
四
日
審
査
終
了
）

（
25
）　

文
永
六
年
四
月
十
二
日
法
橋
範
政
書
状
（「
益
田
金
吾
家
文
書
」『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係

史
料
集
』
二
五
号
）。

（
26
）　

前
掲
註
（
2
）・（
6
）
史
料
。

（
27
）　

前
掲
註
（
20
）
史
料
。

（
28
）　

前
掲
註
（
19
）
史
料
。

（
29
）　

史
料
上
で
は
「
落
合
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
位
置
関
係
か
ら
す
る
と
、
匹
見
川
と
高
津
川

と
の
合
流
点
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
30
）　

延
応
二
年
四
月
二
十
六
日
北
条
重
時
書
状
（「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
一
三
号
。
前
掲
註

（
11
）
論
文
所
収
）


